
 

中部地方整備局、愛知県、名古屋市と     
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令和 4年 7月 29日(金)午後 1時 30分から

名古屋市中区丸の内のアイリス愛知２階「コ

スモスの間」で現場技術者と中部地方整備局、

愛知県建設局、名古屋市緑政土木局が参加し

て意見交換会が開催されました。 

今回の意見交換会は、「働き方改革や生産性

の向上など」について、より具体的で身近な

話題をテーマにするということで、①SDGｓに

ついて、②建設キャリアアップシステムにつ

いて、③周辺対策についての３項目としまし

た。また、やり方も予め参加する現場技術者

にテーマを割り振り、事例発表形式で行う方

法に変えました。 

 

 
会場の様子 

 

まず、SDGｓについては①「従事していた

現場で ICT技術を活用した工事を経験し、非

常に便利であるので、建設現場の主流になれ

ばと思っている。」②「会社では SDGsの 17

目標のうち 10項目を推進している。このうち、

人と自然との共存を目的とした簡易ビオトー

プの設置や橋脚イルミネーションの設置、環

境負荷の低減活動に携わった。」③「ICT建設

機械の使用による人員削減や CO2の排出量の   

 

 

 

 

 

 

削減、雨水の利用による水の削減、太陽光の

利用による排気ガスの低減と地球資源の削減、

遠隔臨場・Web会議による生産性の向上、電

納 Asperの利用による業務の効率化、紙資源

の削減、現場場見学会や現場周辺のごみ拾い

により地球への貢献を実施した。」の事例発表

があり、中部地方整備局から SDGｓの取組み

は作るときだけではなく、使うときも含めて

SDGｓだと思っている。この取り組みを直接加

点するものはないが、工事成績の評価で創意

工夫という項目があるので、この中で適切に

評価していきたい。 

愛知県からは ICTの活用は工事の成績では

なく総合評価で加点対象としている。 

名古屋市からは ICT活用は現場周辺の環境

対策やイメージアップなどとともに、創意工

夫の観点から評価していく。 

との回答がありました。 

 

次に、建設キャリアアップシステムについ

ては、①「現場で建設キャリアアップシステ

ムの取組みを行ったところ、カードリーダー

のタッチ数が伸び悩んでおり、従事者がこの

システム導入による直接的なメリットを受け

ていないことが原因だと思う。」②「メリット

としては、各技能者が有する資格や保険の加

入状況が一覧でき、施工の安心感につながる

ことや施工体制台帳等で活用できることであ

る。デメリットはカードを持っていてもあま

り意味がないと感じている者大勢いること、

システムエラー等でまったく閲覧できないと

きがあることである。」③「普及はしてきたが、
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発注者にも受注者にも価値あるものにして欲

しい。技能者が進んでカードを作りたくなる

工夫が必要で、例えばカードの裏面に資格証

の記載をもって本証携帯と同じ扱いにするな

どの措置である。」といった発表がありました。 

 中部地方整備局からは、カードにどういう

機能があれば使いたくなるかということだと

思う。カードが本証と同様なものとして扱わ

れるなどの方策を検討したい。 

愛知県からは、建設キャリアアップシステ

ムの必要性は認識している。より一層のメリ

ット、インセンティブを設けることでシステ

ムの導入を図っていきたい。 

名古屋市からはキャリアアップシステム

って何という事業者もいる。一定のメリット

を理解した段階で、強制的な仕組みというも

のも必要かなと感じた。 

との回答がありました。 

技術者からはカード登録が進まないのは、

メリットがないからに尽きる。大手の現場に

行くとカードは必須だからカードを持たされ

ているという認識がある。本人たちが何のた

めにこれをしているのか理解していないのが

現状である。クレジットカードのよう円に換

算できるようなポイントを付けるということ

になれば、多少なりともやるようになる。と

いった意見が出されました。 

 

続いて、周辺対策については、①建設業は

社会に貢献している業種だと思うが、周辺環

境に与える影響も大きい。工事内容を理解し

てもらうため、掲示板の設置やパンフレット

の配布を行った。季節ごとの催し、地域の問

題を聞くことができるよう意見箱の設置を行

った。②工事を進める上で周辺住民と接触す

ることから、工事を開始するお知らせや、工

程を周知するようにしている。③数年にわた

り、工事を行う場合もあるので、地域住民の

理解と協力が必要、地域住民とのコミュニケ

ーションとして工事着手時の挨拶、毎月の進

捗状況の説明、工事 PR紙の配布などを行って

いる。交通規制や振動、粉塵等の対策も実施

している。④現場を円滑に進めるため周辺対

策は最重要と考えている。具体的には工事の

理解を得るため、お知らせチラシの配布や粉

塵対策としての粉塵抑制剤の使用などを行っ

ている。といった事例発表がありました。 

名古屋市からは、地元対策は目に見えない

ところで大変苦労している。発注者側も親切

に対応する必要があることを改めて認識した。 

愛知県からは、周辺対策で一番大事なのは

コミュニケーションだと思っている。丁寧や

説明や地域に足を運ぶといったことを一つひ

とつやっていくことが重要だと考えている。 

中部地方整備局からは、周辺対策は受注し

た業者の努力で現場がうまく回っているのが

実情だと思う。受注者の行う地元対策が工事

の評価でしっかり評価できるよう努めていき

たい。 

との回答がありました。 

 

次にフリートーキングに入り、①ICTの活

用に関してどこまでの作業を利用しているの

か、②快適トイレの普及はどの程度か、③山

間部の住込みの現場で、男女の配慮はどうし

ているのか、④山間部での通信状況とその対

処はどうしているのか、⑤現場作業員のため

の快適性に関する工夫はどうしているか、と

いった内容について意見を交換しました。 

 

最後に中部地方整備局の川上技術調整管

理官から、①SDGｓについては現場の４大管理

である出来形管理、現場管理、工程管理、安

全管理に最近の環境を含め５大管理と言われ

ているが、それぞれを見てくると相反すると

ころもある。全体の管理の中で最適解を見つ



 

けながら進めていくということで苦労してい

るというテーマであったと思う。②建設キャ

リアアップシステムは直接発注者にはメリッ

トがない。インセンティブだけを与えて無理

やらせるのは一番やってはいけないことであ

る。生の声を聞いて業界にとって良いものな

らば進めていく若しくは良いものにしていく

ようシステムを改良していくものだと感じて

いる。③周辺対策はまさに現場技術者の腕の

見せ所だという印象を受けた。知恵を絞って

進めて行ってもらいたい。 

との総括がありました。 

 


